


























LDPC（Low	Density	Parity	check	Codes）符号は、Robert	G.	Gallager が 1960 年代初期に発案







ラー LDPC符号はM行N列の 2元検査行列H の各列のハミング重み（1の個数）が同じであり、
各行のハミング重み（1の個数）が同じであり、かつ各列のハミング重みが列数Nより非常に小さ
いときに検査行列H により定義される LDPC符号であり、H は非常に疎な行列（要素として 0が
非常に多い）である。また、イレギュラー LDPC符号はM 行N 列の 2元検査行列H の各列のハミ
ング重み（1の個数）が「すべて同じ」ではなく、各行のハミング重み（1の個数）も「すべて同じ」
ではなく、かつ各列のハミング重みが列数Nより非常に小さいときに検査行列Hにより定義され






































B=1 とすると、第 2列と第 3列が 0になるように、検査行列	H	の行の足し算を行い、第 2	列と
第3列が0になったものを、パリティ検査式集合Ωnの元とする。そして各元にインデックス付ける。
n=L+1=3+1=4 のときは、Hの第 1行と第 2行と第 4行を足すことで、第 2列と第 3列が 0に
なる。また、第 1行と第 3行と第 4行を足すことで、第 2列と第 3列が 0になる。それ以外はない。











m ( ∈ Ωn	)：ビット nに関係するパリティ検査式に付けたインデックス
qmn	(u)：m以外のパリティ検査式によって得られた、ビット nの値が uとなる確率
δqmn	=	qmn	(0 ) 	-	qmn	(1 )
ωn	(m)：ビット nに関係するパリティ検査式 m
n'	( ∈ωn	(m) )：ビット nに関係するパリティ検査式 mに含まれるビット
α：qmn	(0 ) 	+qmn	(1 ) 	= １となるようにする調整値
















そして、S=0+0+1+0+0+0+0=1	で S ≤	 1.75	となったため、これを復号結果とする（誤り率が p 
=	0.25 より、0.25 * 7	=	1.75	を閾値 Tとした）。
５．まとめ
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